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表面を飾るだけのアピールに疑問

かつて土木建設業界には,業界を

あげてイメージアップ運動に熱心に

取り組んでいた時期があった｡とこ

ろが近ごろは,まったくトーンダウ

ンした感がある｡熟しやすく冷めや

すいという日本人の性格が出ている

のだろう｡技術者不足や高齢化は,

確実に進んでいるのだ｡

誰もがイメージアップ運動に熱を

上げていたころは,言葉を飾りたて

たパンフレットや現場の美化運動を

見るにつけ,どこか空々しい感じを

受けた｡大学や専門学校で,土木工

学科を環境工学科などと呼んでいる

のも,ベールに覆われた気がしてな

らない｡

自分も大学で土木を学んだのだ

が,それは小さなころから物をつく

ることに興味があったからだ｡ ｢何

かをつくっていたい｣という漠然と

した思いを抱えて,土木の道に進ん

だo一方で,かっこいい車に乗って

現場を駆け回っている,現場監督の

男らしい外面にあこがれたのも事実

である｡

いま土木建設業界に必要なのは,

土木とはまさしく土や水などの自然

と対時する仕事なのだということ

を,隠さずにさらけ出すことではな

いか｡だからこそ,この仕事にはや

りがいがある-そう訴えることの
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方が本当だと私は思う｡

私自身は,自然環境に関する仕事

や広報用のパンフレットの作成な

ど,いろいろな仕事を経験してい

る｡純粋に技術的な仕事からは離れ

ているが,これも土木の仕事だと認

識している｡

平良久慶(41,公益法人勤務)

近隣対策が"たかり''に化ける

土木の世界に飛び込んで10年た

つが,/いまだに納得しかねることが

ある｡工事に乗り込んだ地域への,

近隣対策に関することだ｡

道路や鉄道などの公共施設を建設

するために,それまで平穏だった地

域がとたんに騒々しい場所となり,

迷惑をかけるのは事実である｡でき

るだけ地域住民とうまくやっていこ

うと,我々は盆踊りや祭りがあれば

参加して,協力したりもする｡

ところが,である｡町会の方か

ら,盆踊りや祭りの際の会場設営

や,町会の倉庫の設置を強要される

ことがある｡揚げ句の果てに,町会

長の家の修理など,工事とは全く関

係ないことまでお願いされる｡これ

はまるで,工事を問題なくやってい

こうとするこちらの弱みにつけ込ん

だ``たかり"ではないだろうか｡

話が飛躍するようだが,こんな現

実を考えあわせると,先般取り沙汰
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されたゼネコン汚職の問題も,日本

の国全体にはびこる風習や風土に根

ざすものだと思えてしまう｡問題が

あるのは建設業界だけか,と言いた

くなる｡匿名希望(34,建設会社勤務)

橋が一斉に壊れる日がくる

近い将来,これから30年ほど先

かそこらに,橋などの土木構造物が

一斉に壊れ始める日がくるだろう｡

あたかも新婚家庭が購入した電化製

品が,しばらくして一斉に壊れ始め

るかのように--･｡こうした問題

は,一部の専門家の問ではかなり認

識されているようだが,より広く世

間に知らせる必要があるのではない

か｡

大量の橋を,いっぺんに補修した

り架け替えたりするのはほとんど不

可能だ｡いまのうちに,古くなった

橋から順に,延命措置などの対策を

施しておかなければならない｡

高齢化社会の進展に伴い,社会資

本に投資できる金額は減っていくこ

とが予想される｡それゆえ,できる

だけ早く対策を講じなければならな

い｡新設する土木構造物について

ち,最初から維持管理やライフサイ

クルコストのことを考慮してつくっ

ておくことが肝要だ｡

実際問題,この日本という国,予

備･予防的な事柄についてはなかな
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か予算がつかない｡土木構造物の維

持管理にまつわる問題を広く世間に

知らせて,議論を盛り上げていく必

要があると思う｡

木村渉(39,専門工事会社勤務)

一斉に道路の傷みが進む日がくる

ちょっと地味ではあるが, ｢道路

舗装や構造物の耐久性と,その維持

管理のあり方｣といった趣旨の特集

をぜひ組んでもらいたい｡高度経済

成長期に大量につくった道路におい

て,一斉に傷みが進む時期がいよい

よ到来すると思われるからだ｡

近年では,国の補助事業,県の単

独事業ともに,道路補修費を確保す

るのが大変厳しい状況にある｡補修

事業の必要性や重要性を一定の基準

に基づいて考えることが,大切にな

ってきている｡

しかし,補修事業をどう進めるべ

きかについては,これといった明確

な指標がなく,既存の資料をもとに

考えているのが現状だ｡国をはじ

め,どの地方自治体の職員も頭を悩

ませているところである｡

高野真太郎(32,地方自治体勤務)

昔はどんな業界だったの?

ゼネコンに入社して2年日にして,

所長と自分のいわゆる二人現場で働
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いている｡それゆえ,事務から施工

管理,役所との折衝まですべてやら

せてもらっている｡

同期入社のなかでも私のように,
一つの工事を最初から最後まで経験

できた人間はいないのではないか｡

おかげで自分のためになった｡仕事

の流れがわかったからだ｡

二人現場なので,上司は20歳以

上も年上の所長や部長である｡夕食

などをともにすると, ｢昔はなあ｣

といった話に花が咲く｡現在のよう

に週休二日制ではなくて,昼夜もな

く,残業もつけずにひたすら働いて

--･｡ ｢昔と今｣の違いについて,

話は尽きない｡

そんなときにいつも思うのは,土

木建設業界全体がそんな状況だった

のか,それとも自分の会社や,ここ

大阪だけがそうだったのか,という

ことである｡

新しい技術や情報は,本誌を読め

ばよくわかる｡昔はどうだったのか

ち,ぜひ知りたい｡

山本浩昭(26,建設会社勤務)

これからも現場中心の報道を

私は大学院で土木を学び,卒業後

は高校で数学を教えてきた｡土木を

学ぶ過程で微積分を活用するチャン

スに恵まれたおかげで,微積分が実

際にどのように活用されるかを話し

て聞かせることができた｡測量にど

れだけ数学が生かされているか,と

いった話になると,生徒たちは目を

輝かせる｡

しかしながら一般には,数学が現

場や工学から離れてしまったため

に,生徒は何の面白味も感じていな

い｡そもそも数学科を卒業した教師

は,実用のために微積分を活用した

経験を持たない｡数学離れが起きる

のも当然だ｡

かつて市民講座で, ｢橋は荷重で

たわむことを想定して,あらかじめ

水平より上げておくのだ｣という話

を紹介したことがある｡受講者は,

｢初めて知った｣という人がほとん

どだった｡

技術や学問が現場でどのように活

用されているかを見せてあげること

が,人々の興味を起こさせる最大の

鍵になると思う｡これからも現場か

ら離れることなく,素晴らしい技術

をわかりやすく紹介し続けてほし

い｡　　橋本勇一郎(52,高校教師)

本欄への投稿を歓迎します｡掲載時には,確

認のご連結を差し上げますので,必ず,お名

前と住所,電話番胃を明記して下さい｡掲載

分には薄謝を進呈します｡
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